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   <Schedule (７月の主な行事予定)> 

１日（火） ８年生修学旅行～３日（木）  
  ４日（金）  修学旅行休養措置日(８年) 

 ９日（水）  全校集会 こころの健康づくり教室(後期課程) 

１２日（土） 金峰学園フェスタⅡ(合唱発表会 ５～９年)        

 １４日（月） 三者面談開始日(９年) ～３１日 

 １６日(水) 稲刈り(５年) 

 １８日（金）  終業式 

 ２２日（火） 夏休み  
         
○ 行事は現時点での予定となっておりますので，詳細につきまして

は，担任にご確認ください。 

芸術鑑賞会～神村学園吹奏楽部来校～(KYT で放送されました) 

 ５月２３日に神村学園吹奏楽部による芸術鑑賞教室を開催しま

した。昨年，全国のマーチングコンテストで県勢初の金賞を受賞

した神村学園吹奏楽部のマーチングは一糸乱れぬ華麗なパフォー

マンスで聴衆を魅了しました。ハイレベルで迫力のある演奏を初

めて見る子どもたちも興味津々で聞き入ってました。 

～Kinpo Compulsory Education～ 

義務教育学校 

“ふるさと金峰”で学びを深める子どもたち 
 

校 長 内村 健二 

紫陽花の彩りに，心奪われる季節となりました。「無口な夜に 優しい雨音 淡く色を変え

る 紫陽花」，私の好きな歌のワンフレーズです。紫陽花は，「無常」という花言葉をもちま

す。お寺で育てられていることが多いのは，その花の色が仏教的な浄化の象徴とされている

ためだそうです。 

さて，14 日の土曜授業で開催されました「金峰学園フェスタⅠ」は，天候にも恵まれ，金

峰にお住まいの地域の皆さんや保護者の皆さんの御理解と御協力のもと，本校の子どもた

ちにとりまして貴重な体験となる時間になりました。「子どもたちの目の輝きと笑顔の姿」，

「活動に夢中になって身を乗り出す姿」，「疑問に感じたことを質問する姿」など，いつもと

はスタイルの違う授業から子どもたちは多くの深い学びを獲得することができました。体験

を通して学んだことは，子どもたちの脳裏にいつまでも残り続けます。 

 

これからの学校は，単なる知識やスキルを教えることだけでなく，子どもの考えを大切に

しながら，自分たちの住む地域のよさを生かした教育や，地域の方々の御協力を得ながら、

より専門性の高い授業の提供や，学んだことを活用し，地域にどのような貢献ができるのか

を考えさせたりすることが求められます。その過程で，地域と共に成長していく子どもや，

「自分たちの住む町金峰」を心から愛する子どもを育てていきたいと強く思っております。 

また，様々な方面から関心を寄せていただいている地域であるからこそ，子どもたちは

「金峰」ならではの新たな文化を創る担い手の一人であることや，新しい価値観を尊重して

いくといった柔軟な考えも大切にしてほしいと考えております。そのことにおいて，今回開催

した「金峰学園フェスタⅠ」は，子どもたちは自分の将来や金峰の将来について考え，いろ

いろなことに思いをはせる機会，そして，「ふるさと金峰」を誇りに思う機会になったのでは

ないかと思います。 

オープニングの太鼓演奏の皆様，各ブースを開設していただいた皆様，職業講話をして

いただいた皆様，フェスタ当日はもちろんのこと，事前の打ち合せ及び準備等々，子どもた

ちのためにかなりの時間と労力をかけていただきました。心からお礼を申し上げます。本当

にありがとうございました。 

 

これからも，金峰学園では，地域と連携した教育活動を積極的に取り入れ，地域のすばら

しい人的資源や豊かな自然を活用しながら学習活動を進めていきます。その活動の中で，

子どもたちが自己肯定感を高め，社会貢献の意識をもち，地域社会に貢献しようとするため

の力を身に付けさせたいと考えています。そのためにも，生徒主体の教育活動を地域の

方々と連携させていただきながら進めていくことで，以下のような教育効果を生み出してい

きたいという思いがあります。 

■ 学校と地域が連携を深めることで，お互いの理解が深まり，信頼関係を構築できる。 

  これにより，よりよい地域社会を築くための協働の意識や目標を共有できる。 

  地域との連携は，子どもに夢と活力を与える重要な役割を果たしている。 

 

今後とも，未来を担う金峰学園の子どもたちへのサポートをよろしくお願いいたします。 

 

職場体験学習(９年生) 

５月２０日から３日間，９年生は，南さつま市の様々な事業所で勤労観や職

業観を身に付けるために実際に「働くこと」を体験し 

ました。社会の一員として必要な礼儀やあいさつ，言 

葉遣いやマナーを学び，働くことの充実感や大変さを 

体感しました。どの事業所もお忙しい中，快く引き受 

けて下さり，生徒も充実した３日間を過ごすことが出 

来ました。３日間，お世話になりました。 

笑顔はじけた最高の２日間！ 修学旅行 ｉｎ熊本（６年生） 
 ６年生は、５月２８日（水）から１泊２日の旅程で熊本へ修学旅行に行ってきま

した。梅雨に入り天候を心配しましたが，活動中は天気にも恵まれ，２日間の日程

を満喫しました。 

 １日目は，熊本城で天守閣を中心に見学し，熊本城 

の歴史について学びました。自主研修では，徒歩や市 

電を乗り継ぎ，熊本城周辺の史跡や名所を巡りました。 

夜は，豪華な食事で有名な「ホテルセキア」に宿泊し， 

温泉で身体を癒やしたり，美味しい食事を堪能したりし 

て，ゆっくりとしたひとときを過ごしました。２日目の 

グリーンランドでは，時間の許す限り，たくさんのアト 

ラクションを仲間たちと楽しみ，笑顔いっぱい，素敵な 

修学旅行になりました。 
 

 躍進，金峰学園！ 南薩地区中学校総体，大健闘！ 
５月２９日に南薩地区陸上大会，６月１０日からは南薩地区中学校総合体

育大会が行われました。選手たちは，毎日の朝ランや各部活動での練習を頑

張ってきました。当日は，日頃の練習の成果を十分に発揮して，多くの選手

や部活動が入賞，県大会の出場権を獲得しました。９年生とっては，最後の

大会となった生徒もいましたが，これま 

での努力は，必ず今後の人生の糧となり 

ます。これからも運動や部活動といった 

スポーツ面でも金峰学園を盛り上げてい 

きましょう。また，月水金は朝ランもや 

っています。４年生から参加できますの 

で，積極的に参加しましょう。 

         【主な上位入賞】 

〇地区陸上 1500m 走 第１位 

〇女子ソフトテニス  

団体 優勝（※県大会出場） 

個人 優勝 ５位 （※県大会出場） 

 

〇サッカー ３位 

〇バドミントン  

シングルス ベスト８ （※県大会出場） 

 ダブルス  ３位  

「期末テスト」に向けた～全校による家庭学習強調週間～ 
 ６月２６，２７，２８日に後期課程では「期末テスト」を実施します。テ

スト勉強に集中させるため６/１９（水）から２７日（木）まで，部活動停止

期間となります。また，それに合わせて前期課程（前期ブロック・中期ブロ

ック）も宿題の量を少し増やしたり，単元テストを実施 

したりしますので，いつも以上に予習や復習にしっかり取 

り組みましょう。 

後期課程では，テスト勉強のための計画を立てさせま 

す。この期間は，ノーメデイア（テレビ，ゲーム，イ 

ンターネット等のメデイアの時間を決めたり，減らした 

りする）を呼びかけています。御家庭での協力をお願 

いします。 

 

「金峰学園フェスタⅠ」 
地域から学ぼう～地域の魅力再発見～ 

６月１４日，金峰学園フェスタⅠを開催しました。今年度から

フェスタを３部制にして，今回の第１部は，「地域やふるさとの

魅力，産業について学ぶ」をテーマに，地域の企業や保護者，Ｃ

Ｓの方の協力のもと行いました。警察署や消防署，建設業，畜産

業，保育士，看護師，薬剤師，市議会議員など，様々な職種の方

に御協力いただきました。1，2年生の発表，金峰阿多太鼓大和，

金峰権現太鼓によるオープニングから始まり，消防車やパトカ

ー，白バイ，重機などの乗車体験や搾乳，測量体験などの体験活

動，各職種の職業講話やＣＳの方による昔遊びなど充実した内容

に子どもたちは目を輝かせながら活動しました。今年度初めての

試みでしたが，金峰地区の魅力を再発見するとともに，地域の方

の協力体制のすごさには感謝しかございません。御協力いただい

た皆様，本当にありがとうございました。 
 


